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あ
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年

が
経
過
、
多
く
の
方
々
の
ご
尽
力

に
も
拘
ら
ず
未
曾
有
の
傷
跡
は
未

だ
に
癒
え
な
い
状
況
で
す
が
、
風

化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
阪
神
淡
路
大
震
災
後
橋
梁
耐
震

補
強
が
推
進
さ
れ
た
結
果
、
高
速

道
路
や
幹
線
道
路
に
大
き
な
落
橋

や
橋
脚
倒
壊
の
事
故
が
な
く
、「
櫛

の
歯
」
作
戦
に
よ
り
内
陸
部
か
ら

沿
岸
部
ま
で
の
道
路
啓
開
が
３
日

間
で
達
成
、
緊
急
物
資
の
輸
送
や

災
害
復
旧
等
が
円
滑
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
正
し
く
「
命
の
道
」
で

す
が
、
地
域
を
熟
知
し
て
い
る
道

路
管
理
者
や
建
設
従
事
者
が
存
在

し
て
い
た
か
ら
こ
そ
初
動
活
動
が

円
滑
に
実
施
さ
れ
た
の
で
す
。

　
今
回
の
よ
う
な
大
地
震
に
対
し

て
は
、
ハ
ー
ド
・
防
災
の
み
な
ら

ず
ソ
フ
ト
・
減
災
の
考
え
方
が
重

要
と
さ
れ
、
防
災
・
減
災
等
に
資

す
る
国
土
強
靭
化
法
に
基
づ
き
イ

ン
フ
ラ
の
強
靭
化
、
強
く
し
な
や

か
な
種
々
の
施
策
を
推
進
し
て
い

く
と
さ
れ
ま
し
た
。道
の
駅
に
も
、

従
前
の
休
憩
、
情
報
発
信
、
地
域

と
の
連
携
の
他
、
防
災
機
能
の
強

化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
脆
弱
な
国
土
、
災
害
の
絶
え
な

い
今
日
、備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
。

事
後
で
な
く
事
前
予
防
措
置
が
ト

ー
タ
ル
コ
ス
ト
削
減
の
道
で
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
下
で
す
が
、
安

全
・
安
心
の
向
上
に
は
事
前
予
防

措
置
の
考
え
方
に
基
づ
く
予
算
の

強
化
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
笹
子
ト
ン
ネ
ル
天
井
板
落
下
事

故
を
機
に
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
が

問
題
に
な
り
、
民
営
化
さ
れ
た
高

速
道
路
に
関
し
て
は
所
要
措
置
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
道
路
に

つ
い
て
は
、
現
下
の
予
算
内
の
遣

り
繰
り
で
な
く
、
１
９
８
０
年
代

の
「
荒
廃
す
る
ア
メ
リ
カ
」
の
教

訓
を
踏
ま
え
た
米
国
陸

上
交
通
法
に
基
づ
く
基

金
設
置
の
様
な
新
た
な

特
別
措
置
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
現
下
の
国
土
強
靭
化
、
地
方
創

生
、
成
長
戦
略
、
財
政
再
建
と
い

う
重
要
課
題
に
適
切
に
対
応
し
、

暮
ら
し
や
産
業
を
支
え
る
イ
ン
フ

ラ
を
将
来
世
代
に
継
承
し
て
い
く

こ
と
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。
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安
全
・
安
心
、
イ
ン
フ
ラ
の
強
靭
化
を

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
日
本
の
農
業
は
危
機

と
い
う
が
、
40
万
㌶
の
耕
作
放
棄

地
が
あ
っ
て
も
日
本
人
と
し
て
の

自
然
管
理
責
任
を
意
識
す
る
人
は

ま
ず
い
な
い
。
国
土
開
発
に
伴
う

自
然
破
壊
に
反
対
運
動
を
す
る
人

は
い
る
が
、
農
業
が
日
本
の
国
土

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
人
は
殆
ど
い
な
い
。

　
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
田
ん
ぼ
の
生
き
も

の
調
査
活
動
を
通
じ
て
日
本
の
田

ん
ぼ
の
保
全
を
図
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が

実
施
さ
れ
て
も
日
本
の
稲
作
農
家

て
も
ら
い
、
地
域
住
民
が
協
働
購

入
す
る
。
玄
米
は
家
庭
に
よ
っ
て

評
価
が
異
な
る
の
で
、
小
さ
な
容

量
の
精
米
機
を
購
入
し
、
精
米
歩

留
ま
り
を
自
分
で
選
択
。
最
近
は

精
米
と
玄
米
を
購
入
し
て
家
庭
で

ブ
レ
ン
ド
し
炊
飯
し
て
い
る
。
取

り
組
み
は
炊
き
出
し
食
事
会
で
実

験
し
て
い
る
。

　
特
徴
は
玄
米
に
「
産
地
」「
銘

柄
」「
年
産
」
を
表
示
し
な
い
こ

と
。
こ
の
３
点
セ
ッ
ト
の
表
示
は

玄
米
流
通
の
基
本
で
、
消
費
者
は

普
通
、
表
示
と
価
格
で
精
米
を
選

ぶ
。
私
た
ち
は
今
、
４
つ
の
産
地

か
ら
３
つ
の
銘
柄
を
送
っ
て
も
ら

っ
て
い
る
が
、
購
入
す
る
市
民
か

ら
産
地
銘
柄
指
定
の
希
望
は
出
て

い
な
い
。

　
産
地
か
ら
美
味
し
い
玄
米
を
送

っ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
、
精
米

し
た
て
の
ご
飯
の
香
り
の
良
さ
が

理
由
だ
と
思
う
。
産
地
に
は
生
き

も
の
調
査
の
取
り
組
み
が
分
か
る

情
報
提
供
も
し
て
も
ら
い
、
近
々

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
調
査
活
動
の

様
子
を
ア
ッ
プ
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
売
り
方
も
新
た
な
発
想
を
導
入

し
た
。「
枡
」に
よ
る
量
り
売
り
だ
。

玄
米
は
30
㌔
㌘
の
袋
に
入
っ
て
お

り
、
普
通
は
３
㌔
や
５
㌔
の
袋
に

小
分
け
す
る
。
私
た
ち
は
「
１
升

枡
」
と
「
５
合
枡
」
を
買
っ
て
き

て
枡
売
り
す
る
。
希
望
す
る
数
量

を
枡
で
量
り
、
精
米
す
る
。
昔
の

家
は
米
び
つ
の
中
に
１
升
枡
が
入

っ
て
い
た
が
、
見
た
こ
と
も
無
い

若
者
が
多
い
。

　
10
合
が
１
升
、
10
升
が
１
斗
、

　
10
斗
が
１
石
。
１
升
は
１
升
ビ

ン
、
１
斗
は
灯
油
の
１
斗
缶
が
あ

っ
て
何
と
な
く
理
解
で
き
る
が
、

１
石
と
な
る
と
読
み
方
も
分
か
ら

ず
、
１
石
と
い
う
単
位
が
何
を
意

味
す
る
か
、
殆
ど
の
人
が
知
ら
な

い
。

　
昔
は
土
地
の
生
産
性
・
価
値
を

「
石
高
制
」
で
表
し
た
。「
加
賀
百

万
石
」
と
は
、
加
賀
藩
の
領
地
全

体
で
１
０
０
万
石
の
お
米
換
算
の

農
産
物
が
獲
れ
る
こ
と
を
意
味

し
、
１
０
０
万
人
が
生
き
て
い
け

る
こ
と
も
意
味
し
た
。
当
時
の
日

本
人
が
１
年
間
に
食
べ
る
米
の
量

が
１
石
（
約
１
５
０
㌔
㌘
）
だ
っ

た
か
ら
だ
。

12

芝浦工業大学工学マネジメント研究科客員教授
谷口博昭

精米機と枡

    中
小

企業診断士が見る

　
　

　
    成 功 の 法 則

　「
お
客
様
本
位
」、「
お
客
様

満
足
度
を
高
め
る
」
等
の
言
葉

を
よ
く
聞
く
。
そ
の
姿
勢
は
と

て
も
大
切
だ
が
、
行
動
が
伴
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
道
の
駅
の
現
場
従
業
員
は
、

フ
ラ
ン
ク
に
お
客
様
と
接
す
る

こ
と
で
、
様
々
な
情
報
を
得
て

い
る
。
顧
客
属
性
や
売
れ
筋
商

品
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
へ
の
意

見
、
こ
ん
な
モ
ノ
が
あ
っ
た
ら

嬉
し
い
と
い
う
コ
メ
ン
ト
な

ど
、
沢
山
の
情
報
が
現
場
で
は

流
れ
て
い
る
。
苦
情
こ
そ
が
、

経
営
を
改
善
し
、
多
く
の
お
客

様
か
ら
愛
顧
を
勝
ち
取
る
た
め

の
重
要
な
ヒ
ン
ト
と
な
る
。

　
従
業
員
が
お
客
様
に
聞
い
た

こ
と
、
見
た
こ
と
、
感
じ
た
こ

と
を
記
録
・
蓄
積
し
、
品
揃
え

や
新
た
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の

開
発
に
活
か
し
て
い
く
。
売
り

場
ス
ペ
ー
ス
な
ど
資
源
の
割
り

振
り
を
大
胆
に
変
え
る
等
で
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
。
そ

う
し
た
習
慣
・
ル
ー
ル
が
、
道

の
駅
の
成
長
に
つ
な
が
る
。

　
筆
者
は
、
宮
城
県
の
「
七
ヶ

宿
」
で
、
従
業
員
が
聞
い
た
お

客
様
の
声
を
朝
礼
で
確
認
し
合

っ
て
い
る
と
聞
い
た
。「
大
変

よ
い
こ
と
な
の
で
、
大
学
ノ
ー

ト
で
も
よ
い
か
ら
、
従
業
員
が

得
た
情
報
を
文
字
に
し
て
蓄
積

・
共
有
し
、
対
応
に
つ
い
て
皆

で
議
論
す
る
よ
う
に
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
」
と
助
言
し
た
。

　
Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ
ー
タ
に
よ
る
販
売

分
析
や
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
ニ

ー
ズ
調
査
等
は
当
然
重
要
だ
。

従
業
員
全
体
で
お
客
様
の
生
の

声
を
大
切
に
す
る
習
慣
が
加
わ

れ
ば
、
店
舗
運
営
の
み
な
ら
ず

事
業
活
動
の
す
べ
て
に
関
し
て

「
お
客
様
本
位
」
が
徹
底
し
、

成
長
の
仕
組
み
と
な
る
。

　
一
般
の
店
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
に
電
子
掲
示
板
を
設
置
し
、

お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
場
を
持
っ
て
い
る
例
が

多
い
が
、
中
山
間
地
の
道
の
駅

で
は
パ
ソ
コ
ン
の
活
用
が
十
分

で
な
い
所
が
多
く
す
ぐ
に
は
実

現
し
な
い
。
ま
ず
は
、
お
客
様

の
苦
情
に
心
か
ら
感
謝
し
て

「
ご
指
導
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
応
え
、
生
の
声
を
記

録
し
て
皆
で
共
有
し
、
各
部
門

が
協
力
し
て
顧
客
ニ
ー
ズ
の
実

現
に
一
生
懸
命
に
な
る
、
そ
ん

な
組
織
文
化
を
期
待
し
た
い
。

（
中
小
企
業
診
断
士

　牧
哲
史
）

お
客
様
の
声
で
経
営
改
善

接客する「七ヶ宿」の小松里佳さん。漫画家で
もあり、楽しい観光案内地図も顧客目線で作成
㊨と苦情・意見の記録のイメージ

NPO 生物多様性
農業支援センター
理事長　原　耕造

農業と国土 命
は
１
反
の
田
ん
ぼ
と
直
結

が
田
ん
ぼ
を
耕
作
し
続
け
ら
れ
る

仕
組
み
を
模
索
し
て
き
た
。
コ
ウ

ノ
ト
リ
や
ト
キ
の
放
鳥
に
伴
い
、

田
ん
ぼ
の
生
物
多
様
性
を
高
め
る

た
め
、
自
然
保
護
運
動
と
農
家
運

動
を
結
び
つ
け
る
努
力
を
し
て
き

た
。

　
残
念
な
が
ら
自
然
保
護
は
反
対

運
動
に
終
始
し
、
農
家
は
差
別
化

商
品
の
意
識
か
ら
脱
却
で
き
な

い
。
日
本
で
有
機
農
業
運
動
が
広

が
ら
な
い
の
は
消
費
者
が
「
食
の

安
全
」
意
識
か
ら
脱
却
で
き
ず
、

有
機
農
家
は
商
品
の
差
別
化
と
い

う
意
識
か
ら
脱
却
で
き
な
い
か
ら

だ
。

　
私
は
地
域
で
の
ゴ
ミ
減
量
や
地

域
防
災
等
の
取
り
組
み
を
通
し
、

日
常
の
暮
ら
し
の
中
の
取
り
組
み

を
通
じ
て
農
地
を
保
全
し
国
土
崩

壊
を
免
れ
れ
ば
良
い
と
、
気
づ
い

た
。

　
私
の
地
域
で
は
災
害
を
想
定
し

て
炊
き
出
し
食
事
会
を
隔
月
で
実

施
し
、
家
庭
の
防
災
保
存
食
と
し

て
「
玄
米
」
の
在
庫
備
蓄
を
勧
め

て
い
る
。
生
ご
み
を
回
収
し
て
発

酵
さ
せ
農
地
に
入
れ
て
野
菜
を
作

る
取
り
組
み
も
し
て
い
る
。
ゴ
ミ

処
理
工
場
の
広
域
化
に
伴
い
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
分
別
回
収
が
始
ま
る

中
で
、
流
通
系
の
包
材
は
メ
ー
カ

ー
責
任
を
問
う
だ
け
だ
っ
た
が
、

防
災
備
蓄
と
ご
み
処
理
の
２
つ
の

課
題
を
解
決
す
る
取
り
組
み
が
始

ま
っ
た
の
だ
。

　
玄
米
を
地
域
住
民
に
推
奨
す
る

だ
け
で
な
く
、
生
き
も
の
調
査
を

し
て
い
る
産
地
か
ら
玄
米
を
送
っ

３

藤川宿
中根忍駅長

　かつて東海道五十三次の宿場町として

愛知県岡崎市藤川町東沖田 44
国道 1号　TEL.0564-66-6031

栄えた伝統を受け継ぎ、賑わいと交流を創出してい
ます。農家さん直送の野菜や果物、地元の特産食材
むらさき麦を使用したボリューミーで野菜が多く
摂れる定食や丼ものをご用意しています。また、コ
ンシェルジュが食、観光、お土産をご案内します。

西山ふるさと公苑
藤井邦夫駅長

　日中国交回復に尽力した田中角栄元

新潟県柏崎市西山町坂田 717-4
国道 116 号　TEL.0257-48-2839

総理の故郷西山町と、周恩来元首相の故郷淮安市
との友好を深める拠点です。 “華の国と出会いふ
るさとを見つめる” というコンセプトの「西山ふ
るさと館」、中国の伝統的な宮廷建築の「西遊館」、
中国風庭園の「西遊園」などから構成されます。

やぶ
永岡雄二支配人

　養父のシンボル「錦鯉」が鑑賞池で

兵庫県養父市養父市場 1294 － 77
県道物部養父線　TEL.079-665-0774

泳ぎ回る道の駅です。レストランでは神戸・松坂
ビーフの元祖但馬牛ステ－キやオリジナル商品の
但馬牛すじ丼が賞味でき、但馬牛すじ丼レトルト
の商品販売も成功しています。お土産には朝倉山
椒佃煮など地元名産品をどうぞ。
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徳
川
幕
府
が
４
０
０
万
石
と
い

わ
れ
、
日
本
全
体
で
２
０
０
０
万

石
だ
っ
た
。
江
戸
時
代
の
日
本
の

人
口
約
２
０
０
０
万
人
と
符
号
す

る
。

　
石
高
制
が
豊
臣
秀
吉
の
太
閤
検

地
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
こ
と
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
教
科

書
に
は
太
閤
検
地
で
年
貢
を
納
め

さ
せ
た
と
書
い
て
あ
る
が
、
検
地

は
農
地
面
積
を
測
っ
た
だ
け
で
な

く
、
農
地
面
積
の
単
位
も
変
更
し

た
。
１
石
の
米
を
生
産
す
る
の
に

必
要
な
水
田
面
積
を
１
反
３
０
０

今回訪れた「道の駅」に関するアンケート 『道の駅に関するアンケート』回答用紙
Ｑ１．あなたが今回訪れてこの新聞を入手した「道の駅」名をお答え

　下さい。

　a)（　　　　　） 県　　b)（ 駅名　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ２．今回、当「道の駅」にどなたと一緒にいらっしゃいましたか？

　また、ご自分を含めて何人でいらっしゃいましたか？

　①一人で ②家族と (　　　人 ) ③友人と (　　　人 ) 

　④仕事仲間と (　　　人 ) ⑤その他 (　　　人 )

Ｑ３．当「道の駅」までの交通手段と所要時間をお書き下さい。

　交通手段： ①マイカー ②公共交通機関 ③徒歩

  ④その他〔所要時間：　　分〕

Ｑ４．今回、当「道の駅」を訪れた目的をお答え下さい。（複数可）

　①観光旅行中 ( 日帰りを含む ) の立ち寄り　②仕事中の立ち寄り

　③観光の目的地として　④日常の買い物

　⑤当「道の駅」開催イベントへの参加

　⑥地元の地域交流活動への参加　⑦その他（　　）

Ｑ５．当「道の駅」で、気に入られた点は何ですか？（複数可）よろ

　しければ（　）内に具体的にお書き下さい。

　①職員の対応（　　）②設備（　　　）

　③地元の人との関わり方（　　　　）④販売商品（　　　）

　⑤その他（　　　　　）

Ｑ６．当「道の駅」で、どのような点を改善すべきと思われますか？

　（複数可）　よろしければ（　）内に具体的にお書き下さい。

　①職員の対応（　　　　）②設備（　　　　　）

　③地元の人との関わり方（　　　　　　　）

　④販売商品（　　　　　）⑤その他（　　　　　　　）

Ｑ１：a)（　　　　　） 県　　b)（ 駅名　　　　　　　　　　　）
Ｑ２：①　②（　　人）　③ （　　人） ④ （　　人）⑤（　　人）
Ｑ３：①　　　②　　　③　　　④　　　〔　　　　　分〕
Ｑ４：①　　②　　③　　④　　　⑤　　⑥　　⑦（　　　　）
Ｑ５：①（                                                                    ）
　　　②（                                                                    ）
　　　③（                                                                     ）
　　　④（                                                                     ）
　　　⑤（                                                                     ）
Ｑ６：①（                                                                    ）
　　　②（                                                                    ）
　　　③（                                                                     ）
　　　④（                                                                     ）
　　　⑤（                                                                     ）
フリガナ　：　　　　　　　　　　　　
お　名　前：　
郵便番号〒：
ご　住　所：
お電話番号：（　　　　）－（　　　　）－（　　　　）
性　　　別：　　男　　　女
年　　　齢：　　歳
ご　職　業：
通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入ください）

　ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
人
と
道
の
あ
り
方
を
読
者
と
と
も
に
考
え
よ
う

と
、
毎
号
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
は
本
紙
で
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
道
の
駅
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資
料
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
係
の
諸
団
体
な

ど
に
も
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ご
回
答
は
統
計
的
に
処
理
し
て
結
果
の

み
を
公
表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
忌
憚
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
回

答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
20
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　回答用紙に記入して点線
に沿って切り抜き、ハガキ
に貼って投函してくださ
い。ホームページ（http://
www.route-press21st.jp）
からも回答できます。締切
は４月 30 日（土）。宛先は、
〒 102-0075 東京都千代田
区三番町７－１朝日三番町
プラザ　ＮＰＯ法人 人と
道研究会

ご回答方法

よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
」「
自

分
の
命
は
１
反
の
田
ん
ぼ
と
直
結

し
て
い
る
」
と
理
解
す
れ
ば
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
で
安
く
て
美
味
し
い
米
が
輸

入
さ
れ
て
も
、
日
本
人
と
し
て
の

行
動
原
理
は
明
白
に
な
る
。
日
本

人
は
暮
ら
し
の
原
点
に
あ
る
「
１

升
枡
」
か
ら
気
付
く
は
ず
だ
。

　
米
袋
は
ゴ
ミ
減
量
の
取
り
組
み

と
し
て
各
自
持
参
が
原
則
で
、
忘

れ
た
ら
有
料
。
精
米
で
出
た
糠
は

ビ
ス
ケ
ッ
ト
に
し
た
り
、
畑
の
肥

料
に
す
る
。
玄
米
仕
入
れ
価
格
は

米
が
持
続
的
に
生
産
で
き
る
よ
う

設
定
し
、
玄
米
販
売
価
格
が
高
い

と
い
う
声
は
出
て
い
な
い
。
私
は

こ
れ
が
日
本
の
究
極
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ

道の駅を起点に地域情報発信の仕組み作りを

スカパー JSAT 株式会社
宇宙・衛星事業本部 法人事業部　吉岡 桂

　
災
害
発
生
時
に
唯
一
確
実
な
通
信

手
段
に
な
る
の
が
衛
星
通
信
で
す
。

　
ス
カ
パ
ー
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｔ
は
衛
星
多
チ

ャ
ン
ネ
ル
放
送
の
「
ス
カ
パ
ー
　
」

で
ご
存
知
の
方
も
多
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
ア
ジ
ア
最
大
の
衛
星
通
信
会

社
で
も
あ
り
、
そ
の
回
線
サ
ー
ビ
ス

は
災
害
時
に
必
要
な
通
信
手
段
と
し

て
、
防
災
重
要
拠
点
に
お
い
て
広
く

ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　「
道
の
駅
」
は
、
い
ざ
災
害
が
起

き
た
場
合
に
は
避
難
所
や
支
援
チ
ー

ム
の
中
継
基
地
と
な
り
ま
す
。
集
ま

っ
て
き
た
人
や
物
が
ス
ム
ー
ズ
に
動

く
た
め
に
は
、
道
の
駅
に
被
災
現
場

の
情
報
が
集
ま
り
、
さ
ら
に
後
方
支

援
と
の
連
絡
手
段
が
確
保
で
き
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
道
の
駅
に「
人
」「
物
」そ
し
て「
情

報
」
が
集
約
す
る
こ
と
で
、
災
害
に

対
す
る
機
能
を
最
大
限
発
揮
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
災
害
時
に
重
要
な

役
割
を
果
た
す
衛
星
通
信
で
す
が
、

日
常
的
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
る
よ

う
、
道
の
駅
を
訪
れ
る
方
た
ち
に
対

し
、
周
辺
地
域
の
観
光
情
報
や
道
路

情
報
を
お
伝
え
す
る
電
子
掲
示
板

も
合
わ
せ
て
提
供
し
よ
う
と
検
討

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
単
に
設
備
を
ご
提
供
す

る
だ
け
で
な
く
、
道
の
駅
を
起
点

と
し
た
地
域
情
報
発
信
の
仕
組
み

作
り
の
お
手
伝
い
、
地
方
創
生
の

拠
点
で
あ
る
道
の
駅
の
機
能
強
化

へ
繋
が
る
試
み
だ
と
考
え
て
い
ま

■
お
知
ら
せ

　「道
の
駅
へ
の
期
待
」
は
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
道
の
駅
に
対
し
、「
わ
が
社
は
道
の

駅
で
こ
ん
な
事
業
を
展
開
し
た
い
」「
道
の
駅
を
こ
ん
な
風
に
使
っ
て
は
」
な
ど
の
ア
ピ

ー
ル
を
、
主
に
企
業
や
各
種
団
体
な
ど
に
提
案
し
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
そ
の
会
社

な
ど
を
代
表
し
て
、“
個
人
”
の
考
え
を
ベ
ー
ス
に
持
論
を
展
開
し
て
も
ら
い
ま
す
。
掲

載
希
望
の
会
社
や
団
体
は
、
本
紙
編
集
部
（info@

route-press21st.jp

）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
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す
。

　
道
の
駅
と
周
辺
地
域
の
「
今
」

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
お
伝
え
し
、

道
の
駅
へ
の
訪
問
が
よ
り
深
い
も

の
に
な
っ
て
い
く
、
そ
ん
な
地
域

メ
デ
ィ
ア
を
防
災
機
能
と
合
わ
せ

て
作
っ
て
い
く
こ
と
を
、
私
た
ち

は
目
指
し
て
い
ま
す
。

対
策
で
あ
り
、
農
地
保
全
の
意
味

が
暮
ら
し
の
中
で
位
置
づ
け
ら

れ
、
商
品
経
済
の
発
想
か
ら
脱
却

で
き
る
と
確
信
す
る
。

　
従
来
の
産
直
で
は
な
く
、
離
れ

て
い
る
地
域
住
民
の
協
働
活
動
を

結
び
つ
け
る
暮
ら
し
の
取
り
組
み

な
の
で
「
地
域
協
働
活
動
」
と
名

付
け
、
私
の
地
域
で
は
「
地
域
協

働
マ
ル
シ
ェ
」
を
毎
月
開
催
し
て

い
る
。

　
玄
米
だ
け
で
な
く
ゴ
ミ
減
量
や

防
災
に
協
力
し
て
く
れ
る
地
域
活

動
の
取
り
組
み
品
も
増
や
し
て
お

り
、
こ
う
し
た
活
動
に
取
り
組
む

市
民
団
体
や
自
治
会
、
店
舗
を
更

に
増
や
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

暮
ら
し
の
中
で
農
地
保
全

坪
（
約
１
０
０
０
平
方
㍍
）
と
定

め
た
。

　
太
閤
検
地
前
は
１
反
が
３
６
０

坪
で
、
当
時
の
米
の
生
産
性
を
勘
案

し
て
３
０
０
坪
に
変
更
。
日
本
人
１

人
が
生
き
る
に
は
１
石
の
米
が
必

要
で
、
１
石
の
米
を
生
産
す
る
の
に

必
要
な
面
積
を
１
反
と
し
た
。

　
１
升
枡
の
玄
米
10
個
で
１
斗
と

な
り
１
０
０
個
で
１
石
。
そ
の
１

石
は
自
分
が
生
き
る
の
に
必
要
な

食
料
。
そ
の
向
こ
う
に
は
１
反
の

田
ん
ぼ
が
広
が
っ
て
い
る
。
　
　

　「
自
分
は
１
反
の
田
ん
ぼ
に

若桜
山根誠駅長

　若桜鉄道終点若桜駅と連結する道の

鳥取県若桜町若桜 983-2
国道 29 号　TEL.0858-76-5760

駅。レストランでは、地元の田舎料理やジビエ料
理が量り売り形式で食べられます。こだわり豚の
ウインナーや、銘菓弁天まんじゅう、栃ようかん、
地酒などが特産。地元の良いものを多くの方々に
知って頂くため各地に営業に出かけています。

おおむた
阿部美由紀駅長

　開放的なガラス張り建物内で、地元

福岡県大牟田市四箇新町 2-1
主要地方道南関大牟田北線　TEL.0944-50-1187

の魔除けシンボル「大蛇山」が皆さまをお迎えし
ます。春はたけのこ、夏はドラゴンフルーツ、秋
はみかん、冬はあまおうなど地元の新鮮野菜・果
物に加え、天草から毎日直送される水産物が自慢
です。特に、いつも格安の野菜類は大人気です。

とうわ
小原隆駅長

　源泉 100％掛け流しの天然温泉をはじ

岩手県花巻市東和町安俵 6-147-2
県道 39 号　TEL.0198-42-3006

め、ホテル、レストラン、特産販売所などを備え
た道の駅は憩いのエリア。リンゴやリンゴジュー
ス、ハチミツ、岩手生まれ東和育ち「目の恋人ア
ロニア」ドリンク、ジャムが好評です。5 月の連
休は全国泣き相撲大会でにぎわいます。

！


